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1 はじめに

昨年度までの研究成果のまとめとして，理工学研究報

告書の執筆作業を行った．

また，先月の報告では，データベース (以下DB)への
アクセス方法の検討および，DBサーバへファイルを転
送する際の転送方法について述べた．今月は日本原子力

研究所からの依頼により，ファイル転送方法に関して，

SOAP with Attachmentを用いる方法，SCPを用いる
方法の他に，POSTや GETなどを用いて HTTP上で
ファイル転送する方法など，検討を行った．

2 理工学研究報告書の執筆

昨年度までの研究内容を理工学研究報告書としてまと

め，提出した．論題は「遺伝的アルゴリズムを用いた画

像認識による商品管理システムの構築」である．共著者

として永松がいる．構築した商品管理システムの特徴は，

以下に示すようなものになっており，主に私はシステム

面を担当した．

• 画像認識によって商品管理をすることによって，バー
コードが不要になり，これまで扱えなかった特殊な

商品も扱える．

• 画像処理モジュールの呼び出しには，SOAPを用い
て異種言語間通信を実現している．

• 特徴量データを用いたマッチングでは，識別に用い
ることができるものと，用いることができないもの

があり，それらの最適な組み合わせを見つけること

が重要である．

• 遺伝的アルゴリズムを用いて，特徴量の使用，不使
用を決定する本手法は，高い精度で識別することが

可能である．

3 ファイル転送方法の検討

現在日本原子力研究所で開発中のシミュレーション支

援システムでは，DBアクセスをする場合に XMLファ
イルを転送しなければならない．今月は，日本原子力研

究所からの依頼により，現状では SCPを用いていたファ
イル転送方法の再検討を行った．検討を行ったファイル

転送方法は以下の 3種類である．

1. SOAP with Attachment

Apache AXISに実装されている SOAPメッセージ
にバイナリファイルを添付して送る機能．しかし，

現状ではW3Cの勧告に至っていない．

2. SCPを用いる方法

DBアクセスには SOAPを用いているが，下位のプ
ロトコルには HTTPを用いることとなっているた
め，SOAPメッセージとは別のポートを通してファ
イル転送をすることになり，好ましくない．

3. HTTPを用いる方法

実装にはサーブレットの知識が必要になるため，現

在学習中である．

4 トランザクション処理

SOAPを用いたDBアクセスでは，DB内部だけでは
なく，監視アプリケーション内のトランザクションも考

えなければならない．SOAPメッセージを受け取った瞬
間をロールバックポイント 1とし，DB内部での処理が
コミットされた時点をロールバックポイント 2とする．
ロールバックポイント 2以前で処理が落ちた場合には，
ロールバックポイント 1の時点までロールバックし，2
以降の処理で処理が落ちた場合にはDBの更新結果を取
得して処理を続行する．SOAPメッセージを転送後にコ
ミットする．

　

Fig. 1 SOAPを用いたデータベースアクセス
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